













   
小学校における「資質能力目標」明確化に 
よる授業改善 
   
－“この授業で何ができるようにするか”に着目して国語と英語を考える－ 
 
Lesson Improvement in Japanese Language and English  
in Elementary Schools Focusing on Clarifying  
“What can the students do after the lesson?” 
 
西崎 有多子1)、山本 かほる2) 













































  何を学ぶか：育成すべき資質・能力を踏まえた教科・科目等の新設や目標・内容の見直し 




















































































「単元名   話の組み立てを考えて，発表しよう 
 単元目標  写真を見て気付いたことや想像したことなど，写真から読み取ったことを，話の 
       組み立てを考えて発表することができるようにする。 
 評価の観点 ・写真を見て気付いたことや想像したことをメモし，進んで話そうとしている 
 95 
        （関心・意欲・態度） 
       ・写真から読み取ったことを話の組み立てに気を付けて話している 
        （話すこと・聞くこと） 
       ・話の中心に気を付けて聞き，自分の考えと比べながら感想を伝えている 
        （話すこと・聞くこと） 


































 中央教育審議会 教育課程企画特別部会による論点整理 補足資料（2015）では，以下のよう
に新学習指導要領に向けた改訂の３観点が示されている。（p.26） 
「ア 何ができるようになるか：新しい時代に必要となる資質・能力の育成 
 イ 何を学ぶか：育成すべき資質・能力を踏まえた教科・科目等の新設や目標・内容の見直し 









































































   
① 指導書やカリキュラムモデルに示された目標から，学習指導要領の【知識及び技能】
【思考力，判断力，表現力等】に示された項目のどれに該当するか絞り込む 





   
② 学習指導要領【思考力，判断力，表現力等】のＡ話すこと・聞くことに示されたア～オ
の事項のうち，本時の「資質能力目標」がどれに該当するか，さらに絞り込む。 



































   
「資質能力目標」を，子どもの意欲や必要感を引き出し，何のために活動するのか，どんな
力をつけたいのか，を分かりやすくした表現に変換して，“めあて”とする。 
   
 したがって，“めあて”は「話の組み立ての工夫で，写真のイメージや君の思いを友達に100％
伝えよう」となる。                              〔山本〕 
   
７．「資質能力目標」と「めあて」の明確化による授業改善例 
○教材「写真をもとに話そう」 ４年生 教育出版 
○本時 ７時間完了の３時間目 
○学習内容 
 前時まで ① 教科書掲載の発表サンプル「東野さんの発表」から，学習の見通しを持つ 
        （１時間） 
      ② 教科書の写真から自分が話したいものを１枚選び，その写真から思ったこと， 
        気づいたこと，想像したこと，題名，題名の説明を整理してそれぞれ付箋にメ 
        モする（１時間） 
 本時   ③ 付箋メモの中から必要な内容を選び，発表の組み立てを考える（１時間） 
        資質能力目標 “聞き手に伝えたいことや思いが伝わるような組み立てを工夫 
        する力” 
 100 
 本時の後 ④ 付箋メモの組み立てを改善しながら発表の練習をする（１時間） 
      ⑤ 班の友達に発表し，相互評価する（２時間） 






















































































                                       〔山本〕 














   
                                       〔山本〕 
 
９．小学校外国語活動教材『Let’s Try! １』における明確化 
 2020年度から新学習指導要領に従い，中学年での「外国語活動」，高学年での教科としての
「外国語（英語）」が全面実施される。現在文部科学省発行の『Let’s Try! １』（３年生），『Let’s 
Try! ２』（４年生），『We Can! １』（５年生），『We Can! ２』（６年生）が使用されているが，教科
化に伴い『We Can! １』と『We Can! ２』の使用は今年度限りとなり，今年度に採択される検定
済み教科書が採用されることになる。ここでは，2020年度以降も引き続き使用される２冊のうち，
『Let’s Try! １』における各単元目標を「めあて」として概観する。 
 『Let’s Try! １』は９Unitからなり，指導案と共に文部科学省ウェブサイトに掲載されている，
各時の単元目標は，以下のとおりである。 
   









































































導案に評価と方法として示されているが，③④については明確化が必要である。例えば，Unit 6  












































































水戸部修治（H25）『単元を貫く言語活動 授業づくり徹底解説』 明治図書出版 
文部科学省（H23）「言語活動の充実に関する指導事例集」 文部科学省 平成23年10月 
文部科学省（H26）「育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会｣ 
論点整理 平成26年３月31日 










文部科学省「新学習指導要領に対応した小学校外国語教育新教材について 第３学年 学習指導案例｣ 
  http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/123/houkoku/1382162.htm 検索日：2019年４月 
 
受理日 2019年 6月 9日 
